
動
労
千
葉
は
第
１
波
ス
ト
（
３
／

）
、
第

14

２
波
闘
争
（
３
／

）
を
闘
い
ま
し
た
。

16

次
の
闘
い
は
４
月
１
日
の
人
事
・
賃
金
制

度
改
悪
と
機
能
保
全
業
務
の
外
注
化
を
阻
止

す
る
ス
ト
で
す
。

機
能
保
全
外
注
化
は
、
千
葉
で
は
京
葉
車

両
セ
ン
タ
ー
で
５
日
勤
分
の
業
務
が
外
注
化

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
す
で
に
外
注
化
の
矛
盾
は
こ
の

間
の
信
じ
が
た
い
重
大
事
故
の
続
発
で
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
外
注
化
が
技
術
継
承
と
安
全

の
崩
壊
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

社
長
自
身
が
「
外
注
化
は
破
た
ん
」
と
言

い
な
が
ら
さ
ら
に
外
注
化
す
る
な
ど
、
ど
こ

ま
で
現
場
と
鉄
道
業
務
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
の
か
と
い
う
話
で
す
。

人
事
・
賃
金
制
度
改
悪
は
、
何
よ
り
乗
務

手
当
廃
止
と
い
う
許
し
が
た
い
攻
撃
で
す
。

本
当
に
ふ
ざ
け
て
い
る
！

乗
務
手
当
廃
止
と
労
働
時
間

分
延
長
に

10

は
、
会
社
が
鉄
道
業
務
を
ど
こ
ま
で
軽
視
し

て
い
る
か
が
表
れ
て
い
ま
す
。
現
場
か
ら
の

怒
り
の
声
は
当
然
で
す
！

会
社
の
好
き
勝

手
を
こ
れ
以
上
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

動
労
千
葉
を
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会
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１
日
の
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方
針
】

▽
京
葉
車
両
セ
ン
タ
ー
門
前
抗
議
行
動

８
時
〜

京
葉
車
両
セ
ン
タ
ー
門
前

▽
Ｃ
Ｔ
Ｓ
本
社
抗
議
行
動

時
〜

Ｃ
Ｔ
Ｓ
本
社
前
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動
労
千
葉

２
６
春
闘
・ダ
イ
改
闘
争

３
・

第
１
波
ス
ト
、
３
・

第
２
波
闘
争
闘
う

14

16

４
・
１
人
事
・賃
金
制
度
改
悪
粉
砕

機
能
保
全
外
注
化
阻
止
ス
ト
へ

14日支援する会千葉駅前で街宣



動
労
千
葉
は
３
月

日
、
「
ダ
イ
改
・
合
理

14

化
粉
砕
！

千
葉
機
関
区
の
派
出
化
弾
劾
！

機
能
保
全
外
注
化
阻
止
」
を
焦
点
に
春
闘

第
一
波
闘
争
に
立
ち
上
が
っ
た
。

日
始
業

14

か
ら
関
委
員
長
、
渡
辺
書
記
長
は
指
名
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入
し
、
ス
ト
を
貫
徹
し
た
。

機
関
区
前
に
大
結
集

午
後
１
時
、
組
合
員
・
支
援
の
仲
間
が
機

関
区
前
に
結
集
し
、
そ
の
数

名
。
門
内
に

70

は
管
理
者
が
弾
圧
体
制
を
取
っ
て
お
り
参
加

者
の
怒
り
は
高
ま
る
。

樋
口
執
行
委
員
の
進
行
で
抗
議
行
動
が
始

ま
り
、
千
葉
機
関
区
支
部
の
三
本
支
部
長
が

あ
い
さ
つ
、
本
部
か
ら
は
関
委
員
長
が
貨
物

会
社
を
徹
底
弾
劾
し
た
。
続
い
て
貨
物
協
議

会
・
佐
藤
議
長
が
機
関
区
廃
止
（
派
出
化
）
、

要
員
削
減
、
当
局
の
恣
意
的
な
雇
用
延
長
の

経
過
を
報
告
し
「
今
日
は
怒
り
を
新
た
に
す

る
日
。
機
関
区
復
活
へ
闘
い
を
強
化
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

結
集
し
た
支
部
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
か
ら
怒
り

の
発
言
が
続
い
た
。
「
み
ん
な
の
力
で
守
り
、

作
っ
て
き
た
職
場
。
無
理
や
り
な
廃
止
は
、

た
だ
た
だ
動
労
千
葉
を
潰
す
た
め
の
も
の
だ
」

「
雇
用
は
労
働
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
問

題
。
少
な
く
と
も
そ
の
同
期
は
平
等
に
機
会

が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
派
出
に

な
り
、
ひ
ど
く
な
る
一
方
だ
。
内
勤
が
目
の

前
に
い
る
の
に
テ
レ
ビ
点
呼
だ
し
、
連
絡
体

制
が
全
然
で
き
て
お
ら
ず
、
い
つ
機
関
車
が

入
っ
て
く
る
か
も
分
か
ら
な
い
。
出
先
で
ず

っ
と
待
た
さ
れ
た
り
、
無
駄
な
仕
事
は
増
え
、

人
は
減
ら
さ
れ
、
寝
る
時
間
も
減
ら
さ
れ
て

本
当
に
困
っ
て
い
る
」
「
こ
ん
な
状
況
で
は
安

全
は
守
れ
な
い
」
「
こ
ん
な
に
皆
さ
ん
に
集
ま

っ
て
も
ら
っ
て
熱
気
が
あ
る
集
会
に
な
っ
た
。

今
後
も
粘
り
強
く
闘
お
う
」

幕
張
支
部
長
と
支
援
の
仲
間
が
連
帯
ア
ピ

ー
ル
を
行
い
、
最
後
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
あ
げ
て
門
前
抗
議
行
動
を
終
え
た
。

総
決
起
集
会
に
１
２
０
人

Ｄ
Ｃ
会
館
に
移
動
し
て
、
午
後
３
時
か
ら

「
ス
ト
貫
徹
！
動
労
千
葉
総
決
起
集
会
」
を

開
催
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の
１
２
０
人
が

集
ま
っ
た
。

最
初
に
ス
ト
に
立
っ
た
関
委
員
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
を
怒
り
を
込
め
て

徹
底
弾
劾
、
「
今
こ
そ
労
働
組
合
の
闘
い
が
問

わ
れ
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
の
伊
藤

信
晴
さ
ん
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
の

三
浦
久
吉
さ
ん
、
支
援
す
る
会
の
織
田
陽
介

さ
ん
、
家
族
会
の
佐
藤
会
長
が
連
帯
の
あ
い

春
闘
第
一
波

派
出
化
弾
劾
！
元
に
戻
せ
！

千
葉
機
関
区
門
前
に

名
、
怒
り
の
抗
議
闘
争

70



さ
つ
を
行
っ
た
。

４
・
１
外
注
化
阻
止
へ

同
じ
く
ス
ト
に
立
っ
た
渡
辺
書
記
長
が
基

調
報
告
を
行
っ
た
。
今
春
闘
全
体
の
課
題
を

提
起
し
、
と
り
わ
け
相
次
ぐ
架
線
事
故
を
始

め
と
す
る
重
大
事
故
の
続
発
、
喜
勢
社
長
自

身
が
「
外
注
化
の
ス
キ
ー
ム
は
破
綻
し
て
い

る
」
と
自
認
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ

ら
な
る
外
注
化
に
突
き
進
む
会
社
の
姿
勢
を

弾
劾
し
た
。
そ
し
て
、
久
留
里
線
廃
線
決
定

に
対
す
る
３
・

君
津
市
抗
議
行
動
、
４
・

16

１
機
能
保
全
外
注
化
阻
止
へ
の
決
起
を
訴
え

た
。交

渉
報
告
に
続
い
て
幕
張
支
部
、
京
葉
支

部
、
清
掃
で
働
く
組
合
員
が
発
言
し
た
。
婦

人
民
主
ク
ラ
ブ
全
国
協
か
ら
は
「
団
結
た
ま

ご
」
の
差
し
入
れ
で
激
励
を
受
け
、
動
労
東

京
・
環
境
ア
ク
セ
ス
支
部
の
宮
本
支
部
長
が

職
場
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
言
を
行
っ

た
。佐

野
執
行
委
員
が
「

反
戦
春
闘
勝
利
・

26

３
月
ダ
イ
改
阻
止
ス
ト
ラ
イ
キ

反
戦
声
明
」

を
読
み
上
げ
、
最
後
に
、
中
村
副
委
員
長
が

ま
と
め
と
第
２
波
・
第
３
波
闘
争
へ
の
決
起

を
訴
え
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
集
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

千葉機関区派出化撤回を！

貨物輸送の重要拠点である千葉機関区は、昨年
ダイ改で希望者や新採の配置による存続を訴えた
にも関わらず派出化が強行された。昨年の内外勤
の統合・要員合理化から、今ダイ改でさらに１名
削減という許しがたい攻撃がかけられている。
ＪＲ貨物は、動労千葉の組織拡大をさせないた

めだけに、一貫して新採の配置や千葉機関区への
希望者の異動を拒否する異常な労務政策を続けて
きた。いよいよ業務を維持する人も確保できなく
なりながら、都合よく選別して65歳以降の雇用延
長を行っている。希望者全員の雇用継続を行わな
いこと自体が許しがたい。
泣く泣く辞めていかざるを得なかった仲間たち

の悔しさもむねに、改めて機関区廃止・派出化撤
回、要員合理化撤回を実現しなければならない。

千葉機関区支部



３
月

日
、
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会

16

は
、
君
津
市
・
弁
天
公
園
に
お
い
て
、
「
久
留

里
線
の
存
続
を
求
め
る
３
・

君
津
集
会
」

16

を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
久
留
里
線
・
久

留
里
〜
上
総
亀
山
間
の
廃
線
届
の
申
請
を
行

っ
た
こ
と
に
対
し
て
徹
底
的
に
抗
議
し
、
あ

く
ま
で
も
申
請
の
撤
回
と
久
留
里
線
の
存
続

を
求
め
て
闘
い
続
け
る
こ
と
を
訴
え
た
。

集
会
は
、
最
初
に
久
留
里
の
会
・
三
浦
代

表
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
「
Ｊ
Ｒ
が
３
月
９
日

に
久
留
里
〜
上
総
亀
山
間
の
廃
線
申
請
を
提

出
し
た
。
住
民
の
声
を
無
視
す
る
も
の
で
あ

り
、
絶
対
に
許
せ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
き

ら
め
る
こ
と
な
く
廃
線
申
請
の
撤
回
と
久
留

里
線
の
存
続
を
求
め
て
闘
い
ぬ
く
。
今
日
の

集
会
と
デ
モ
は
、
新
た
な
闘
い
が
始
ま
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
だ
」
と
檄
を
飛
ば
し
、
今

後
も
闘
い
続
け
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

亀
山
地
区
か
ら
の
参
加
者
か
ら
、
怒
り
の

訴
え
が
行
わ
れ
た
。
（
別
項
）

内
房
線
の
会
・
梅
澤
代
表
は
「
Ｊ
Ｒ
が
廃

線
申
請
を
し
た
こ
と
は
許
せ
な
い
。
久
留
里

線
の
問
題
は
内
房
線
に
直
接
影
響
す
る
問
題

だ
」
と
訴
え
、
外
房
線
の
会
・
早
川
会
長
は

「
い
す
み
郡
市
の
首
長
と
懇
談
を
続
け
、
鉄

道
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
」
と
こ
の
間
の

自
治
体
と
の
懇
談
の
重
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。

か
ず
さ
住
民
の
足
を
守
る
会
の
代
表
か
ら
は
、

「
Ｊ
Ｒ
は

年
で

億
円
を
出
す
と
言
っ
て

18

20

い
る
が
、
バ
ス
運
行
や
展
望
を
含
め
何
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
と

君
津
市
の
対
応
を
弾
劾
し
た
。
さ
ら
に
亀
山

地
区
の
住
民
や
袖
ケ
浦
市
在
住
の
市
民
か
ら

の
発
言
を
受
け
、
集
会
参
加
者
は
、
君
津
市

役
所
に
向
け
て
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
デ
モ

行
進
で
は
、
「
久
留
里
線
の
廃
線
を
許
さ
な
い

ぞ
！
」
「
Ｊ
Ｒ
は
公
共
交
通
の
使
命
を
果
た

せ
！
」
「
国
は
Ｊ
Ｒ
の
廃
線
申
請
を
認
め
る

久留里線の存続を求める

３･１６君津集会デモが大成功！

「今
日
の
集
会
か
ら
新
た
な
闘
い
が
始
ま
る
」

久
留
里
線
の
会
・三
浦
代
表
が
檄
！

君津市・弁天公園

君津市役所へデモ



な
！
」
「
市
長
は
住
民
に
説
明
し
ろ
！
」
の
声

を
響
か
せ
た
。

デ
モ
行
進
後
、
君
津
市
長
に
対
し
て
、
要

請
団
に
よ
り
「
久
留
里
線
の
存
続
を
求
め
る

要
請
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
市
役
所
に
隣
接
す
る
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
括
集
会
を
行
っ
た
。

要
請
団
を
代
表
し
て
三
浦
会
長
か
ら
「
集
会

・
デ
モ
を
と
お
し
て
わ
れ
わ
れ
の
決
意
を
伝

え
た
」
と
語
り
、
ロ
ー
カ
ル
線
に
関
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
会
を
主
催
す
る
日
本
大

学
の
桜
井
徹
名
誉
教
授
や
地
域
で
活
動
す
る

人
士
か
ら
の
発
言
を
受
け
、
３
・

君
津
集

16

会
と
デ
モ
行
進
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
。

久
留
里
線
の
廃
線
申
請
撤
回
へ
闘
い
ぬ
こ

う
！

亀山地区からの参加者の怒りの訴え

昨年の秋、亀山地区で路線の存続を願うアンケートを実施したと

ころ、7割以上の住民が「存続してほしい」と回答しました。それに

基づき、廃止反対の署名を集めて君津市役所に提出しに行きました。

地域を代表して署名を持って行ったにもかかわらず、対応したの

は課長補佐クラスの方で、受け取り場所も受付カウンターでした。

マスコミ対応の際も、自分たちで場所を設定しなければならない状

況でした。以前、別の会が署名を持っていった際は市長が出てきた

ことと比較しても、現在の久留里線問題に対する市の対応は極めて

残念なものです。

市長は「地域との対話が政治家としての使命」だと議会でも述べ

ていますが、この久留里線に関する説明会に自ら出席したことはな

く、地域住民の意見を直接聞いたこともありません。住民と接する

ことなく、簡単にバス転換を容認してしまったのは、対話ではなく

「完全無視」ではないでしょうか。

議員に説明する際、「これは市が決めたのではなくJRが決めたこと。

どうしようもない」という答弁がなされますが、それは責任逃れに

感じられます。一番の責任は、JRからバス転換の要望があった際、「住

民や議会と十分に話し合ってから返答する」と言わずに、すぐに容

認してしまった市長にあると考えています。

10年後の地元を思うと非常に残念で、このままでは地域が廃れて

いってしまうという強い懸念があります。久留里線の廃線が他の地

域へ波及しないよう、皆さんと力を合わせて止めていきたいと考え

ています。

総括集会



ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
残
虐
な
イ
ラ

ン
侵
略
を
徹
底
弾
劾
す
る
。
女
子
小
学
校
へ
の
爆
撃

と
児
童
の
虐
殺
な
ど
、
す
で
に
１
千
人
を
超
え
る
イ

ラ
ン
の
労
働
者
人
民
を
虐
殺
し
、
今
な
お
殺
し
続
け

て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
こ
の
攻
撃
を
「
国
際
法
に

則
っ
た
正
当
な
行
為
」
と
ご
ま
か
す
こ
と
さ
え
し
て

い
な
い
。「
私
に
は
国
際
法
は
必
要
な
い
」
と
自
ら

語
っ
た
通
り
に
、
帝
国
主
義
の
姿
を
完
全
に
む
き
出

し
に
し
、
次
々
と
軍
事
侵
攻
を
強
行
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
今
年
の
冒
頭
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
略
・
大
統
領

夫
妻
拉
致
と
同
じ
く
、
中
国
を

経
済
的
、
政
治
的
、
軍
事
的
に

包
囲
す
る
こ
と
を
最
大
の
焦
点

に
し
た
、
対
中
国
の
侵
略
戦
争

・
世
界
戦
争
と
し
て
遂
行
さ
れ

て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
中
東
か

ら
世
界
を
大
混
乱
に
し
よ
う
と

も
、
す
べ
て
を
戦
争
へ
と
引
き

ず
り
込
み
、
ア
メ
リ
カ
の
「
力
」

の
下
に
ひ
れ
伏
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。

衆
院
総
選
挙
で
「
圧
勝
」
し

た
高
市
政
権
は
、
こ
の
ト
ラ
ン

プ
と
完
全
に
一
体
と
な
り
、
連

動
し
て
動
い
て
い
る
。
現
に
高

市
は
、
核
保
有
国
で
あ
る
米
・

イ
ス
ラ
エ
ル
が
一
方
的
に
侵
略

を
開
始
し
た
こ
と
は
一
言
も
批

判
せ
ず
、
逆
に
反
撃
し
た
イ
ラ

ン
に
対
し
て
「
核
保
有
は
許
さ
れ
な
い
」「
イ
ラ
ン

の
行
動
を
非
難
す
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

改
憲
、
大
軍
拡
、
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
、
戦
時
経
済

化
へ
と
突
き
進
み
、
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
を
「
自
ら

の
戦
争
」
と
し
て
担
お
う
と
し
て
い
る
。
３
月

日
19

に
予
定
さ
れ
て
い
る
日
米
首
脳
会
談
は
、
こ
れ
ま
で

の
次
元
を
超
え
た
大
軍
拡
の
合
意
か
ら
、
す
べ
て
を

戦
争
へ
と
注
ぎ
込
ん
で
い
く
転
換
点
と
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。

同
時
に
、「
外
へ
の
侵
略
戦
争
」
と
一
体
で
「
内

な
る
階
級
戦
争
」
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
労
働
組

合
を
根
本
か
ら
否
定
・
一
掃
し
よ
う
と
い
う
戦
後
労

働
法
制
の
歴
史
的
な
転
換
攻
撃
だ
。
そ
れ
は
、
労
働

者
の
権
利
を
「
労
基
法
以
前
」
に
ま
で
解
体
し
、
労

働
力
を
含
め
た
「
す
べ
て
の
国
力
を
戦
争
へ
」
と
い

う
攻
撃
だ
。
こ
こ
に
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
か

け
た
敵
階
級
の
意
思
が
、
次
元
の
違
う
攻
撃
と
し
て

形
を
変
え
な
が
ら
貫
か
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
鉄

道
労
働
者
と
し
て
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
対
決
し

抜
い
て
き
た
労
働
組
合
と
し
て
、
こ
の
攻
撃
と
も
断

固
対
決
す
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
信
じ
が
た
い
重
大
事
故
が
続
発

し
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ら
な
る
鉄
道
業
務
の
丸
投

げ
外
注
化
を
進
め
、
退
職
金
を
廃
止
し
、
定
期
昇
給

を
廃
止
し
、「
事
業
場
」
ま
で
解
体
し
、
ロ
ー
カ
ル

線
を
廃
止
し
、
労
働
組
合
を
徹
底
的
に
解
体
し
て
「
社

友
会
」
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

形
で
こ
の
攻
撃
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
推
進
し
て
い
る
の

だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
本
日
か
ら
４
・

１
に
向
け
て
３
波
の
闘
争
を
構
え
て
闘
い
に
た
ち
あ

が
る
。

戦
時
下
に
お
け
る
激
し
い
物
価
高
は
進
行
し
、
30

年
以
上
に
渡
る
新
自
由
主
義
攻
撃
は
社
会
の
底
が
抜

け
た
よ
う
な
崩
壊
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

高
市
政
権
は
生
活
を
な
ぎ
倒
し
て
で
も
戦
争
に
突
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
で
に
矛
盾
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
吹
き
出
し
、
抑
え
つ
け
ら
れ
て
き
た
怒
り
の
声

は
い
よ
い
よ
爆
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

鉄
道
を
戦
争
の
た
め
に
使
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
自
身
が
「
国

際
秩
序
」
を
容
赦
な
く
暴
力
的
に
破
壊
し
、
三
度
目

の
世
界
戦
争
が
現
実
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
世
界
中
の
労
働
者
人
民
が
闘
い
に
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
戦
争
を
阻
止
す
べ

く
、
侵
略
の
最
中
に
あ
る
イ
ラ
ン
の
労
働
者
民
衆
、

不
屈
の
抵
抗
を
続
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
民
、
圧
政
に

苦
し
む
ア
ジ
ア
―
世
界
の
民
衆
と
連
帯
し
、
力
を
合

わ
せ
て
戦
争
反
対
の
闘
い
に
た
ち
あ
が
る
。

本
日
ス
ト
ラ
イ
キ
に
た
ち
あ
が
り
、
イ
ラ
ン
侵
略

戦
争
弾
劾
、
対
中
国
の
侵
略
戦
争
・
世
界
戦
争
阻
止
、

高
市
政
権
打
倒
へ
、
全
国
の
労
働
者
が
と
も
に
闘
い

に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
。

２
０
２
６
年
３
月

日
14

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

動労千葉

２６反戦春闘勝利・
３月ダイ改阻止スト

反戦声明


